
故坂神洋次教授追悼記念講演会 
 

日時 平成 25年５月 18日（土）午後 1時より５時半頃まで 

場所 名古屋大学理学南館大講堂（坂田・平田ホール） 

主催 故坂神洋次教授追悼記念事業会 

共催 名古屋大学大学院生命農学研究科、公益社団法人日本農芸化学会中部支部 

 

 

 13:00－13:05「開会の辞」 前島正義（名古屋大学生命農学研究科教授・研究科長） 

 13:05－13:15「追悼事業について」 小鹿 一 （名古屋大学生命農学研究科教授） 

 

《名大での研究》 

13:15－13:40「翻訳後修飾ペプチド研究のおもしろさ」 

松林嘉克（基礎生物学研究所細胞間シグナル研究部門教授） 

13:40－14:05「Sexual Reproduction Inducers of Phytophthora」 

戚 建華（浙江大学薬学院教授） 

14:05－14:30「生理活性ペプチドの翻訳後修飾によるイソプレニル化」 

岡田正弘（中部大学応用生物学部講師） 

 

《名大での組織運営》 

14:30－14:50「10 余年のお付き合いを通して」 

松下裕秀（名古屋大学工学研究科教授・研究科長） 

14:50－15:10「坂神先生と名大の生命科学」 

近藤孝男（名古屋大学生命理学研究科特任教授） 

 

 15:10－15:30 休憩 

 

《留学》 

15:30－16:00「坂神さんの思い出」 

岡本哲治（広島大学医歯薬学総合研究科教授、理事・副学長） 

 

《産業界との交流》 

16:00－16:30「創薬の過去、現在、未来」 

 松田 譲（協和発酵キリン（株）相談役） 

 

《東大時代》 

16:30－16:50「永遠のライバル坂神洋次君」 

長澤寛道（東京大学農学生命科学名誉教授） 

16:50－17:10「坂神さんのこと」 

磯貝 彰（奈良先端科学技術大学院大学名誉教授、同大前学長） 

 

17:10－17:15「閉会の辞」  西川俊夫（名古屋大学生命農学研究科教授） 

 

 

 

― 会 食 ― 
 

 17:30－19:30（坂田・平田ホールロビーにて） 


